
本の紹介 

この度、教会の仲間が書いた小説が、本として出版されました。是
非みなさんでご購入ください。 

希望者は、北松戸教会に連絡していただくか、

インターネットのアマゾンで「山崎雛子　春の光」で検索してください

—- 読者の声——

「聖書の箇所がふんだんに盛り込まれていますが、柔らかい文体で読みやすく、一気に読
みました。主人公の生き方というのがよくわかると思います」

「春の光」 
2018年9月20日発行 

著者:山崎雛子 

—あらすじ—

地方都市のミッション系短大を卒業した主人公
夕子は、親元を離れ、心の彷徨を続けるうちに 

男性との不幸な出会いと別離を繰り返す。よう
やく結婚し一子を授かったものの、今度は夫の 

不可解な事故死によってどん底に突き落とされ、
夕子は幼い子供を実家に残したまま、再臨し たキリストを標榜するカルト教団
に入信してしまう。夕子が通っていたキリスト教会の牧師関 谷は救出に向かいな
がら、一方で自らが説くキリストの再臨について自問を始める。〝果たし て誰
が再臨のキリストなのか?〟と。関谷には、かつてこのカルト教団信者の救出を



試み、失 敗した経験があったからだ。そんな関谷を仲間の牧師や信徒たちがは
げまし、背中を押す。そ してかたくなにカルトからの脱会を拒む夕子に向き合
い、関谷が最後に放った言葉、それは夕 子への愛だった。 
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